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「
稻
垣
正
就
の
墓
碑
」
に
つ
い
て

整
理
番
号

題
額

題
額
揮
毫

碑
記
撰
文

碑
記
揮
毫

与
野
○
三

稻
垣
新
右
衞
門
正
就
靈

―

稲
垣
髙
次
郎

―

妻
久
米
子

鐫
刻

撰
文
建
碑
年

住
所

場
所

備
考

―

一
八
九
一
・
明
治
二
七

鈴
谷

妙
行
寺

一
．
は
じ
め
に

本
石
碑
は
、
稲
垣
正
就
の
墓
碑
で
あ
る
。
正
就
は
、
田
龍
の
嫡
子
。
静
岡
の
山
本
源
五
郎
の
子
で
あ
っ

た
が
、
稲
垣
家
の
養
子
と
な
り
、
あ
と
を
つ
い
だ
。
父
田
龍
の
墓
石
を
立
て
た
の
は
、
正
就
で
あ
る
。
揮

毫
者
を
記
さ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
息
子
の
髙
次
郎
で
は
な
い
か
。
撰
文
者
も
記
さ
な
い
が
、
髙
次
郎
だ
と

判
断
し
た
。
雋
刻
者
も
記
さ
な
い
。

○
写
真
１

石
碑
正
面
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○
写
真
２

「
碑
記
」
部
分

二
．
翻
刻
並
に
訳
注

■
翻
刻

（
正
面
）

先
考
諱
正
就
通
稱
新
右
衞
門
幼
名
茂
吉
芸
保
養
亭
静

岡
藩
士
山
本
源
五
郎
之
嫡
子
也
年
七
歳
祖
父
千
松
養

為
嗣
為
人
沈
毅
清
默
好
國
歌
精
武
技
盡
力
於
公
益
壮

年
櫂
為
名
主
明
治
五
年
擧
副
戸
長
六
年
拜
祠
堂
十
七

稻
垣
新
右
衞
門
正
就

靈

妻

久

米

子

年
補
權
少
講
義
廿
二
年
四
月
廿
四
日
病
没
年
五
十
八

娶
元
下
内
野
邑
吉
田
氏
生
二
男
一
女
長
男
髙
次
郎
當

家
營
父
祖
之
業
矣

明
治
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
建
之

＊
異
体
字
な
ど

○
芸

號
。

■
訳
注

●
本
文
（
い
わ
ゆ
る
旧
字
体
と
し
、
一
行
毎
に
改
行
し
た
）

◎
題
額

稻
垣
新
右
衞
門
正
就



- 3 -

妻
久
米
子
靈

◎
碑
記

先
考
諱
正
就
、
通
稱
新
右
衞
門
、
幼
名
茂
吉
、
號
保
養
亭
。

静
岡
藩
士
山
本
源
五
郎
之
嫡
子
也
。

年
七
歳
、
祖
父
千
松
養
爲
嗣
。

爲
人
沈
毅
清
默
、
好
國
歌
精
武
技
。

盡
力
於
公
益
。

壮
年
櫂
爲
名
主
。

明
治
五
年
擧
副
戸
長
。

六
年
拜
祠
堂
。

十
七
年
補
權
少
講
義
。

廿
二
年
四
月
廿
四
日
病
没
、
年
五
十
八
。

娶
元
下
内
野
邑
吉
田
氏
、
生
二
男
一
女
。

長
男
髙
次
郎
、
當
家
營
父
祖
之
業
矣
。

明
治
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
建
之
。

●
訓
訳

先
考

諱
は
正
就
、
通
稱
新
右
衞
門
、
幼
名
は
茂
吉
、
號
は
保
養
亭
な
り
。

静
岡
藩
士
山
本
源
五
郎
の
嫡
子
な
り
。

年
七
歳
に
し
て
、
祖
父
千
松
養
し
て
嗣
と
な
す
。

人
と
な
り
沈
毅
清
默
に
し
て
、
國
歌
を
好
み
武
技
に
精
な
り
。

力
を
公
益
に
盡
く
す
。

壮
年
に
し
て
櫂
ん
で
ら
れ
て
名
主
と
な
る
。

明
治
五
年
、
副
戸
長
に
舉
げ
ら
る
。

六
年
、
祠
堂
に
拜
せ
ら
る
。

十
七
年
、
權
少
講
義
に
補
せ
ら
る
。

廿
二
年
四
月
廿
四
日
、
病
み
て
没
す
、
年
五
十
八
な
り
。

元
下
内
野
邑
の
吉
田
氏
を
娶
る
、
二
男
一
女
を
生
む
。

長
男
の
髙
次
郎
、
當
家
し
て
父
祖
の
業
を
營
む
。

明
治
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
、
之
を
建
つ
。

●
人
物

○
山
本
源
五
郎

不
詳
。

○
千
松

稲
垣
田
龍
の
字
で
、
仙
松
と
表
記
す
る
こ
と
が
多
い
。

●
注

○
先
考

亡
父
。

○
新
右
衞
門

稲
垣
家
当
主
代
々
の
名
主
と
し
て
の
名
称
。

○
静
岡
藩

静
岡
駿
府
は
、
寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
、
藩
主
忠
長
が
改
易
さ
れ
た
の
ち
は
、
大
名
は
置

か
れ
ず
、
城
代
が
配
置
さ
れ
た
幕
府
直
轄
地
、
天
領
で
あ
っ
た
。
城
代
は
旗
本
が
つ
と
め
、
天
保
九
年
の
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駿
府
城
代
は
大
久
保
忠
侃
。
山
本
は
、
そ
の
配
下
の
武
士
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

○
嫡
子

「
稲
垣
田
龍
の
墓
碑
」
に
は
「
次
子
」
と
あ
る
。

○
年
七
歳

天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
に
あ
た
る
。

○
沈
毅

落
ち
着
い
て
、
意
志
が
堅
い
さ
ま
。

○
清
默

熟
語
は
無
い
が
、
安
静
で
寡
黙
な
こ
と
だ
ろ
う
。

○
國
歌

漢
詩
の
対
の
和
歌
。
こ
こ
で
は
俳
諧
を
指
す
だ
ろ
う
。
近
世
与
野
を
代
表
す
る
文
化
人
に
、
鈴

木
荘
丹
（
一
七
三
二
～
一
八
一
五
）
が
お
り
、
俳
人
と
し
て
名
が
知
ら
れ
て
い
る
。
荘
丹
は
、
長
伝
寺
に

墓
が
あ
る
与
野
聖
人
西
澤
曠
野
と
も
俳
諧
を
通
し
て
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
稲
垣
家
も
そ
う
し
た
与

野
俳
諧
文
化
の
一
端
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
荘
丹
の
墓
は
、
当
妙
行
寺
に
あ
る
。

○
精

通
暁
す
る
。

○
公
益

お
お
や
け
の
利
益
。
私
利
の
対
。

○
壮
年

三
十
代
の
働
き
盛
り
。

○
爲
名
主

名
主
は
、
江
戸
時
代
の
村
の
代
表
者
、
ま
と
め
役
。
身
分
的
職
制
で
あ
る
。
稲
垣
家
の
当
主

は
、
代
々
新
右
衞
門
を
名
乗
り
、
鈴
谷
村
の
名
主
で
あ
っ
た
。
父
の
田
龍
が
没
し
た
の
が
文
久
元
（
一
八

六
一
）
年
で
、
正
就
二
十
九
歳
の
と
き
。
抜
擢
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
と
き
正
就
が
名
主
を
継

い
だ
、
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
。

○
明
治
五
年

西
暦
一
八
七
二
年
。
正
就
四
十
一
歳
。

○
副
戸
長

明
治
五
年
、
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
名
主
な
ど
の
身
分
的
職
制
は
廃
止
さ
れ
、
地
域
運
営
全

般
を
担
う
職
制
と
し
て
、
戸
長
・
副
戸
長
が
置
か
れ
た
。
の
ち
に
公
選
制
と
な
る
が
、
明
治
初
期
は
名
主

が
横
滑
り
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。

○
六
年

西
暦
一
八
七
三
年
。
正
就
四
十
二
歳
。

○
祠
堂

不
詳
。
明
治
六
年
、
江
戸
時
代
の
寺
請
制
度
に
代
わ
り
、
全
国
民
が
ど
こ
か
の
神
社
の
氏
子
と

し
て
登
録
さ
れ
る
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
戸
籍
制
度
と
の
重
複
や
信
仰
の
自
由
の
観
点
か
ら
、
実
行
に
は

移
さ
れ
な
か
っ
た
。
祠
堂
は
、
こ
の
制
度
に
関
わ
る
職
制
で
は
な
い
か
。

○
十
七
年

西
暦
一
八
八
四
年
。
正
就
五
十
三
歳
。

○
權
少
講
義

教
導
職
の
ひ
と
つ
。
教
導
職
と
は
、
明
治
初
め
に
行
わ
れ
た
神
道
国
教
化
政
策
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
宗
教
官
吏
。
権
訓
導
か
ら
最
上
位
の
大
教
正
ま
で
、
十
四
の
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
。
明
治
十
七

（
一
八
八
四
）
年
に
教
導
職
は
廃
止
と
な
っ
た
。
権
少
講
義
は
、
第
十
二
位
。

○
廿
二
年

西
暦
一
八
八
九
年
。

○
年
五
十
八

逆
算
す
る
と
、
正
就
の
生
年
は
、
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
と
な
る
。

○
元
下
内
野
邑

「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
に
は
、
植
田
谷
領
と
し
て
、
上
内
野
村
、
上
下
内
野
村
、
内

野
村
の
名
が
見
え
る
。

○
當
家

家
事
の
き
り
も
り
を
す
る
こ
と
。
家
督
を
継
ぐ
こ
と
。

○
父
祖
之
業

農
業
で
あ
ろ
う
。

●
口
語
訳

亡
父
は
諱
を
正
就
、
通
稱
を
新
右
衞
門
と
い
い
、
幼
名
は
茂
吉
、
号
は
保
養
亭
で
あ
る
。

静
岡
藩
士
山
本
源
五
郎
の
嫡
子
で
あ
っ
た
。。

そ
れ
が
、
七
歳
の
と
き
に
、
私
の
祖
父
の
稲
垣
田
龍
に
養
子
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
跡
継
ぎ
と
な
っ
た
。

正
就
は
、
落
ち
着
い
て
意
志
が
堅
く
、
静
か
で
寡
黙
な
人
柄
で
あ
っ
た
。

俳
諧
を
愛
好
し
て
い
た
が
、
そ
の
一
方
武
技
に
も
通
暁
し
て
い
た
。
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ま
た
、
私
利
を
追
う
の
で
は
な
く
、
お
お
や
け
、
社
会
の
た
め
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
む
ね
と
し
た
。

壮
年
に
な
っ
て
、
名
主
と
な
っ
た
。

明
治
に
入
り
、
同
五
年
に
、
副
戸
長
に
推
挙
さ
れ
た
。

同
六
年
に
、
祠
堂
の
役
を
拝
命
し
た
。

同
十
七
年
に
、
権
少
講
義
に
補
任
さ
れ
た
。

同
二
十
二
年
四
月
二
十
四
日
、
病
を
得
て
没
し
た
。
享
年
五
十
八
歳
で
あ
っ
た
。

元
就
は
、
元
下
内
野
村
の
吉
田
氏
の
女
を
娶
り
、
二
男
一
女
を
生
ん
だ
。

そ
の
中
の
長
男
の
髙
次
郎
が
、
家
を
継
ぎ
、
父
祖
以
来
の
家
業
を
営
む
。

明
治
二
十
七
年
四
月
二
十
四
日
、
こ
の
碑
を
建
て
た
。

三
．
資
料

（
一
）「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
巻
一
五
五

足
立
郡
之
二
十
一

與
野
領

◎
鈴
ヶ
谷
村
：
寺
院

○
大
圓
寺

「
墓
所
に
暦
應
三
年
（
一
三
四
○
）
十
月
十
□
日
稻
垣
氏
、
及
び
康
永
元
年
（
一
三
四
二
）
六
月
九
日
彫

り
た
る
古
碑
二
基
あ
り
、
村
民
新
右
衞
門
が
先
祖
の
し
る
し
な
り
と
い
え
ど
其
正
し
き
こ
と
知
ら
ず
」

（
二
）「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
巻
之
十

◎
鈴
谷
村
：
古
跡

○
大
円
寺
跡

「
明
治
四
年
廢
寺
と
な
り
今
は
民
林
と
な
る
」

（
三
）「
稲
垣
田
龍
の
墓
碑
」（
妙
行
寺
境
内
）
→
「
埼
玉
の
石
ぶ
み
」
「
与
野
○
二
」

四
．
主
な
参
考
資
料

①
翻
刻

・
な
し
。

②
論
文
な
ど

・
な
し
。

以
上

二
○
二
四
年
二
月

薄
井
俊
二
訳
す


